
スポールブール男子世界選手権報告書 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 男子日本代表チーム 
 
	 今大会出場にあたり多くの方々にご声援・ご支援頂きました事をこの場を借

りて御礼申し上げます。 

 

１、大会概要 
	 【大会】 

	 	 	 	 ３８回スポールブール男子世界選手権(モナコ皇太子杯) 

	 【日程】 

	 	 	 	 ２０１９年１１月４日(月) 〜１１月９日(土) 

	 【開催場所】 

	 	 	 	 トルコ共和国(メルスィン市) 

	 【参加国】 

	 	 	 	 各種目１６カ国（合計２２ヵ国、予選参加国４６カ国） 

	 	 	 	 （出場枠：ヨーロッパ大陸８ヵ国、アフリカ大陸３ヵ国、 

	 	 	 	 	 アメリカ・南米大陸３ヵ国、アジア・オセアニア大陸２ヵ国） 

	 【備考：アジア・オセアニア大陸予選大会】 

アジア・オセアニア選手権（２０１９年５月オーストラリア・メルボルン開催） 

※上位２カ国のみ世界選手権出場（６種目中３種目にて出場権を獲得） 

 	  ＜結果＞ 
	 	 	 	 優勝	 	 コンビネ	 	 （豊田想） 

	 	 	 	 準優勝	 プレシジョン（豊田想）・ダブルス（豊田想・兼坂俊之介） 

	 【出場種目】 

	 	 	 ・豊田選手（コンビネ・プレシジョン・ダブルス） 

	 	 	 ・兼坂選手（ダブルス） 

２、大会目標 
	 ・１種目以上でベスト８ 

 

 



３、男子日本代表チーム 
	 【監督兼選手】	 	 豊田	 想	 	 （９大会連続出場） 

	 【役員・コーチ等】阿部	 孝太、小林	 洋文、近藤	 晋一郎 

	 【選手】	 	 	 	 	 兼坂	 俊之介（２大会連続出場） 

 

４、結果 
	 【総合順位】 

	 	 第１３位（参加国２２ヵ国、予選参加国４６ヵ国） 

	 【プレシジョン：豊田選手】 

	 	 第	 ６位	 ※入賞	 	  

	 （予選	 1３点＋１８点	 ＝３１点	 全体の６位で予選突破） 

	 （３位以上決定戦	 ●１０—１４	 対	 チリ） 

	 【ダブルス：豊田選手・兼坂選手】 

	 	 第１１位	 ※予選敗退 

	 （●２—１３対アルゼンチン、◯９—５対スイス、●１—１３対アルゼンチン） 

	 【コンビネ：豊田選手】 

	 	 第１６位	 ※予選敗退 

	 （●２０—２１対ペルー、●１７—２０対モナコ）	

 



５、大会会場 

  全１０コート、特徴はとにかく跳ねるコートです。ダイレクトを狙わないと跳ねる可能

性があり、特にビットティールはダイレクトヒットが必要となります。ポワンテは１２.５m 部

分の砂が少なく転がるが、５m 部分は砂が比較的多いため強弱を理解する必要があり

ました。 

 

６、総括	

	 今回の世界選手権から大陸別予選を勝ち進まなければ世界選手権に出場がす

ることができなくなった危機感もあり、２年間チーム一丸となり技術、戦術等、

種目別の詳細に至るまでスポールブールと向き合った結果、長年の日本代表チ

ームの目標であるベスト８を達成できた事が今大会の最大の収穫です。	

またダブルス種目においても２００９年世界選手権のダブルス銀メダリストを

擁するヨーロッパの中堅国(スイス)に勝利できた事は、日本が次のステップに

進むべき一つの通過点を超えたことを意味しています。しかしながら、アジア・

オセアニア選手権を勝ち抜き、ベスト８常連国になるには更なるステップ UPが

必要となります。男子日本代表は世界レベルの理解・挑戦・実現を技術、戦術、

チーム準備の観点からこの４年間成長してきましたが、次の世界選手権に向け

て種目別の更なる技術向上と実現の継続を目指し次回に向けての準備を継続し

ていきます。今回大陸予選敗退により参加できなかったティール種目（プログ

レッシブ、ラッピド）においてはオーストラリア・中国との実力差を少しでも

埋められるように、新規人材発掘を含め対策をとっていきます。	



７、種目別詳細報告	

（１）プレシジョン	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （備考：AUS５位）	

	



【目標】	

	 ・２回合計３０点以上でベスト８	

【日本での準備】	

	 ・ターゲット毎の立ち位置、ターゲットボールをヒットするためにどこを	

	 	 狙うべきかを分析し、実現のためのトレーニング	

	 ・エンプティボールの実用	

	 ・エラーパターン把握と瞬時の修正方法の習得	

【今後の課題】	

	 ・投球イメージにおいてコーチの指示と自分の直感が異なる時は、迷わず自	

	 	 分の直感を信じる（プレシジョンの場合）	

	 ・エラーパターンを減らし瞬時の修正方法の習得を徹底する	

【考察】	

	 日本での準備から試合中の１球１球の投球中まで阿部コーチのアドバイスを

頂きながら挑めた結果、ベスト８を達成できた事を深く感謝致します。跳ねや

すいコートという不運もあり、僅かな差でメダル獲得できませんでしたが、技

術の向上がみられメダル獲得は挑戦数の問題だと感じるまでになりました。き

ちんと課題を解決し、次回はメダル獲得を目標と致します。	

	

	 	

	



（２）ダブルス	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （備考：AUS８位）	

 

	 	



【目標】	

	 ・中堅国に競り勝つ、世界トップレベルから 7点以上とる	

【日本での準備】	

	 ・ティール率、ポワンテ率のアップ	

	 ・世界レベルの実現への挑戦	

【今後の課題】	

	 ・ティーラーのヒット率（ビット含む）7割以上の安定	
	 ・ポワンテ、ティール共に遠距離対応	

	 ・ティーラーとポワンターが交換できる技術準備	

	 ・ポワンターのティール率向上、ティーラーのポワンテ率向上	

【考察】	

	 準優勝したアルゼンチンとは力の差は感じたが、メーヌ毎では１球ミスの差

で点がとれない事も多く、戦術的に勝負できた事は自信となりました。課題解

決を実現し次回大会でベスト８を狙える位置までもっていきたいです。	

	

＜ポワンテ成功の定義＞	

①	点数となったポワンテ	 ②相手がティールを選択したポワンテ	

②		相手と球数が同じ時に入った（入っている）ポワンテ	

 



（３）コンビネ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （備考：AUS５位）	

 



【目標】	

	 ・平均２０点以上でベスト８	

【日本での準備】	

	 ・ビットティールをしないでも平均２０点	

	 ・遠距離のティール・ポワンテ実践	

【今後の課題】	

	 ・ビットティールの技術、使うタイミングの習得	

	 ・２０点平均、２５点を定期的にとれる技術	

	 ・ビット権をとった時、とってないときの戦い方、	

	 ・ティール先行、ポワンテ先行の戦い方の習得	

	 ・遠距離のティール、ポワンテ	

【考察】	

	 ペルー戦・モナコ戦ともに実力は同等で、どちらが勝ってもおかしくない試

合でした。ペルー戦においては最終メーヌを２点リードで迎えていたが、コー

チとの認識不足もあり３点差での最終メーヌと勘違いしてしまいビットを奥に

配置してしまいました。相手が奥のティールが当たらないと想定していたが、

きちんと自分が勝負できる位置に配置する事の重要性を認識しました。モナコ

戦においてもビットを奥に置かれ４球連続ティールを外したのが最後まで響い

てしまいました。中堅国との差はほとんどない事が確認できたため、今後は課

題を解決し、ベスト８実現のために世界トップクラスに挑む事を目指します。

	 	

＜スコア詳細＞	 ※T はティール,P はポワンテ	

	 ・日本	 	 １８点（T１０点・P８点）	 ペルー	 １８点（T７点・P１１点）	

	 	 ※延長戦	 （日本	2点<T1点,P1>	ペルー３点<T2点,P1点>）	

	 ・日本	 	 １７点（T８点	 P９点）	 	 モナコ	 ２０点（T９点・P１１点）		



８、各自考察 
（１）豊田監督兼選手 
	 長年の日本スポールブール界の悲願でもあったベスト 8を達成する事ができ

た事は、今までスポールブールに携わって頂いた全ての方々のお陰であり深く

感謝致します。男子スポールブール界においてのベスト 8 達成は、今後のメダ

ル獲得へのステップになると共に、参加した選手レベルや帰国後の周囲の反応

を加味すると社会的意義のある事だとあらためて実感しています。今回出場し

た種目の課題は報告書内でも記載があるため割愛致しますが、まだまだ技術向

上の余地があるためメダル獲得、さらには世界王者を目指し引き続き高いレベ

ルでの鍛錬をしていきたいです。	

	 チームとしても着々と成長しており、チーム、個々の課題レベルが向上して

いる事を嬉しく思う一方で走る系種目（プログレッシブ、ラピッド）において

は世界との差を詰めきれておらず、危機感を感じており自身を含め奮起を促し

ていきたいです。とはいえレジャー愛好者も増えてきているので各自のやりが

いに合わせた環境づくりも合わせて整えていきたいです。今回の結果を踏まえ

男子日本代表は新たなステージに向けて動きだして行きます。今後とも変わら

ずご支援、ご声援を宜しくお願い致します。	

 
（２）阿部コーチ 
【今大会への準備】	

	 今大会は 3 種目出場（ダブルス、コンビネ、プレシジョン）という事で以前

の大会に比べ種目数が少なく、走る系競技がなかった分より綿密に準備が進め

られたように感じた。中でもプレシジョンは最も力を入れられた。各ターゲッ

トの当て方、立ち位置の確認はもちろんのことプレシジョンに対する固定概念

を変えられたように感じた。	

※プレシジョンの固定概念とは	

日本ではプレシジョンは運の要素が強くベスト 8の可能性が最もある種目とい

う固定概念があるが、実は最も高い技術が集約されており試合全体の戦略は当

然だがターゲット毎の戦略、技術の準備が必要であり、運の要素はそのレベル

で戦えるステージで初めて使う言葉である。	

	

	



【大会を通して感じたこと】	

	 前回大会とほぼ同じ選手が出場していることから、上位陣は大きく崩れるこ

とはないが頭１つ抜けている選手がいるとは感じなかった。また今回のコート

はボールが跳ねやすいコートであったり、5ｍゾーンに砂が多めに配置されてい

たりとヨーロッパ勢もなかなか体験したことがないコートであったがそれでも

上位陣の顔ぶれはそこまで変わらなかったことから、どんなコート環境で練習

しても適応力と修正力があれば戦えるという事を再認識した。	

	

【実現できたこと】	

	 前回と引き続き同じ代表選手を見て来たので、以前より効果的なアドバイス

が出来たように感じた。特に手ごたえを感じられたのは、公式練習 1 時間の中

でポワンテを指摘できたことと、プレシジョンにてオーバーが多かった豊田選

手に対しアドバイスでき、18点を出すことが出来た。	

またコンビネにおいて、今までは単に基礎技術不足での敗戦であったが今回は

明確に作戦ミスという形があらわれた。これは日本の技術が上がってきた証拠

だと思う。	

	

【今後の課題】	

	 プログレッシブ、ラピッドに関してはとてつもない差がついてしまっている。

投球数もそうだがヒット率が段違いである。（表彰台狙いであればプログレッ

シブ 45以上、ラピッド 55以上の投球数。ヒット率は 75％が最低限）	

またトラディショナルのティールは、16ｍ以上先のヒット率向上とビュットテ

ィールを当てる技術が必要である。またモナコのダブルスを見て感じたのが、

ヒット率自体は他の上位陣に比べ劣っていたが、決めるべきビュットティール

は全て当てておりこのことから、	

勝負所を逃さない事、調子の波を出来るだけ抑える事が必要であると感じた。

特に後者は大量失点に直結するので重要である。当て続けることに越したこと

はないが、同一メーヌ中 1回の失敗までならベスト 8が狙えるかもしれない。	

選手に関してはもう少し気づきと客観視できるだけの余裕が欲しいと感じた。

練習であれば、他国に比べ練習環境が良くないことは明白なので 1 球 1 球を大

切にして 1 つの問題に対してもう一段階掘り下げられても良いのではないかと

感じた。また、自身がどのように動いているかを把握できる能力がほしい。	



	

【今後の目標】	

	 世界大会に日本が全種目出場できることが第一であると思う。	

走る系競技は特化した選手をずっと練習させて届くか届かないかのレベルなの

で厳しいかと思うが、トラディショナル系とプレシジョンは狙って行きたい。	

具体的に言えばビュットティールを含むヒット率を 70％以上の選手を輩出した

い。またコーチ方面で、もう 1 人以上担当できる人材が欲しい。現時点でフォ

ームを指摘修正できる人が日本スポールブール界で非常に少ないので、今後の

選手層を厚くすることもあり各支部に一人以上そのような人が出てくるような

ことをしていきたい。	

	

（３）兼坂選手 
	 大会に向けた日本での練習では強豪との試合で予想される試合展開を元に特

にミスを少なくするという所に重点を置きつつ、また自分達の弱点を認識し、

勝負できる展開に持っていくにはどうすべきか。といった所について繰り返し

確認を行った。また今大会の 1ヶ月前に出場したジュニア世界選手権における

反省も多くあったのでそれらも踏まえた準備を行った。大会では中堅国である

スイスに勝利し、強豪アルゼンチン相手にも何とか食らい付いて勝負できるメ

ーヌを作れたことは大きな収穫であり、結果は悪くとも手応えを感じられる試

合内容であった。しかし強豪国とはティール率等を含め詰めなくてはならない

大きな差があることを改めて実感させられた。今後は今回何度か実行できた勝

負できるメーヌを 1 試合通して継続できるようにしていくことを目標に練習し

ていきたい。大会出場に際しまして多くのサポートを頂きましたこと、心より

感謝申し上げます。	

	

 
 
 
 
 
 
 



９、参考記録 
（１）最終順位 
	 ・日本はプレシジョンでベスト８に入り２ポイント獲得で１３位 

	 ・オーストラリア６位、中国１２位 

	



（２）メダル獲得国	

	



（３）プログレッシブ	 	 	 	 	 	 	 	 	 （備考：AUS３位	 CHN	７位）	

	



（４）ラピッド	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （備考：AUS７位	 CHN	５位）	

	



（５）シングル	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （備考：AUS、CHN	 予選敗退）	

	

	

	

	



（６）参加国	

	

	

	

以上	


